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十
四
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七
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運
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特
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準
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近
世
初
頭
に
お
け
る
自
然
哲
学
と
自
然
科
学
…
…
…
薗
田
　
　
坦

工
ベ
ク
タ
シ
ス
：
：
：
：
・
：
：
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：
：
・
：
：
：
・
：
：
：
・
…
・
：
・
：
土
井
健
司

　
ー
ニ
ュ
ッ
サ
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
に
お
け
る
「
無
限
」
の
問
題
一

論
理
的
帰
結
関
係
を
ど
う
定
義
す
る
か
…
：
…
…
・
…
橋
本
康
ニ

マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
に
お
け
る
「
自
由
」

　
の
問
題
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
：
：
…
…
・
：
：
松
井
吉
康

鎚
報

京都大學文學部内

京都哲學會



京
都
哲
学
会
規
約

一
、
本
会
は
広
義
に
お
け
る
哲
学
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
図
る

　
こ
と
を
貝
的
と
す
る
。

二
、
右
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う
。

　
e
会
誌
「
哲
学
研
究
」
を
発
行
す
る
。

　
⇔
毎
年
公
開
講
演
会
を
開
く
。

　
⇔
随
時
研
究
会
を
開
く
。

三
、
本
会
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く
。

　
委
員
は
京
都
大
学
文
学
部
哲
学
科
教
官
及
び
委
員
会
に
お
い

　
て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る
。

四
、
本
会
は
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
。
賛
助
員
は
会
員
の
中
か

　
ら
委
員
会
が
推
薦
す
る
。

五
、
本
会
は
会
員
組
織
と
し
会
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

　
い
。
学
校
・
図
書
館
・
其
他
の
団
体
は
団
体
の
名
を
以
て
入

　
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
会
員
は
年
会
費
一
、
○
○
○
円
と
会
誌
代
五
、
○
○
○
円

　
（
数
町
分
）
を
前
納
す
る
。

七
、
会
員
は
会
誌
の
配
布
を
受
け
会
誌
に
予
告
す
る
諸
種
の
行

　
事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

八
、
本
会
は
事
務
所
を
京
都
大
学
文
学
部
内
に
お
く
。

九
、
規
約
の
改
正
は
委
員
会
の
決
定
に
よ
る
。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粛学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役
山水御松葉藤濱長野上土筒薗清清佐木加苧内内内岩乾伊池員

　　　　　　　　　　　　　　　ゑ
本選瑚醐谷村耕井田水水木瞬阪舳井城藤田
　　　　　　　　　　　　　御
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●

會

告

京
都
哲
學
會
公
開
講
演
會
早
薬

會日

場時

樂十

　月

友日

　采
　v
會午
　後

　時
館牛

XXX
’N

鎌
倉
以
降
に
お
け
る
彫
刻
の
衰
微
に
つ
い
て
一
…
京
都
大
學
教
授

　
　
　
　
一
日
本
彫
刻
の
可
能
性
と
限
界
i

一
般
化
逆
光
學
に
つ
い
て
…
…
…
・
…
…
…
・
：
：
：
京
都
大
學
助
教
授

　
　
　
－
知
血
覚
と
認
知
の
計
算
理
論
i

右
終
了
後
京
大
會
館
に
お
い
て
懇
談
晩
餐
會
（
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
）
を
開
き
ま
す
。
（
會
費
五
千
圓
）

所
贋
機
關
長
宛
出
張
許
可
依
頼
状
御
入
用
の
方
は
京
都
哲
學
會
ま
で
お
申
出
下
さ
い
。

當
分
の
間
、
本
學
會
公
開
講
演
會
は
毎
年
十
一
月
三
日
に
、
開
催
い
た
し
ま
す
。

卒
成
六
年
九
月

清乾

水

簸敏

三郎

（
順
不
同
）

京

都

哲

學

會



（
2
0
）
　
存
在
理
解
や
他
意
理
解
は
、
単
な
る
理
論
的
な
知
識
の
問
題
で
は
な
い
。
そ
う
い
う
理
解
は
、
存
在
や
他
者
に
対
す
る
我
々
の
態
度
を
決
定
す

　
る
も
の
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
私
を
取
り
巻
く
世
界
を
「
私
が
生
き
て
い
く
た
め
の
道
具
」
と
見
る
か
、
「
私
を
生
か
し
て
く
れ
る
も
の
」

　
と
見
る
か
と
い
う
理
解
の
違
い
は
、
世
界
に
対
す
る
我
々
の
態
度
を
決
定
的
に
変
え
て
し
ま
う
。
存
在
理
解
や
他
老
理
解
は
、
モ
ラ
ル
に
関
し
て
無

　
記
で
は
あ
り
得
な
い
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筆
者
　
ま
つ
い
・
よ
し
ゃ
す
　
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
東
ア
ジ
ア
班
究
所
〔
日
本
学
〕
講
師
）

次号論文予告

対
話
と
想
起

　
　
i
プ
ラ
ト
ン
折
口
学
へ
の
「
方
法
叙
説
」
i

　
　
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
内
山
勝

デ
カ
ル
ト
の
存
在
判
断

　
　
一
明
蜥
稠
明
知
の
射
程
1

　
　
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
倉

田

真
理
・
個
・
本
質

　
　
i
オ
ウ
ベ
ル
ニ
ュ
と
ア
ク
ィ
ナ
ス
i

　
　
…
…
…
…
・
…
…
・
・
…
…
…
…
…
藤
　
　
本

利隆温

次鑓一】」　口肖1」7ヲ

董
仲
箭
に
お
け
る
歴
史
意
識
の
間
題
…
内
　
山
　
俊
　
彦

宗
教
的
認
識
と
新
し
い
存
在
…
…
…
…
芦
名
定
道

コ
ソ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
の
意
義
と
展
開
（
完
）

　
ー
ロ
パ
ー
ト
ソ
ン
・
ス
ミ
ス
か
ら
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
へ
一

　
…
…
…
…
…
…
…
－
・
…
…
…
…
…
管
　
康
弘

　　書
　　評
：卜u
i　ti　”i

・出冒pa
．　O F
：　mo．　o　t－f
：v　ep．
　fr　gIK
I　p，　q
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：誘’
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　StT：E．こゾ
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原　9　　嶺’
　　6’
　　霧
孝

マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
に
お
け
る
「
自
由
」
の
問
題

一
四
七



会

告

一、

{
会
は
会
員
組
織
と
し
会
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
1

せ
ん
、
入
会
希
望
の
方
は
ト
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町
京
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
0

大
学
文
学
部
内
京
都
哲
学
会
（
振
替
口
座
京
都
ニ
ー
四
〇
三

九
番
　
京
都
哲
学
会
）
宛
に
年
会
費
一
、
○
○
○
円
と
会
誌

代
五
、
○
○
○
円
（
数
冊
分
）
を
お
払
込
下
さ
い
。

又
会
員
へ
の
会
誌
送
付
、
パ
ッ
ク
ナ
ソ
パ
ー
購
入
及
び
発
売

に
関
す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
田
区
…
番
町
｝
七
番
地
創
文

社
（
振
替
口
座
○
○
一
二
〇
一
○
一
九
二
四
七
二
）
宛
に
願
い

ま
す
。

一、

?
員
の
転
居
・
入
退
会
の
事
務
及
び
編
輯
事
務
の
一
切
は

京
都
哲
学
会
宛
に
御
通
知
下
さ
い
。

一、

{
誌
の
編
輯
に
関
す
る
通
信
・
新
刊
書
・
寄
贈
雑
誌
等
は

本
会
宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

京
　
都
　
哲
　
学
　
会

　
覗
京
都
市
奎
男
運
吉
田
本
町

　
猫
京
都
大
学
文
学
部
内

平
成
六
年
十
月
十
五
　
日

平
成
六
年
十
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
編
輯
兼

　
　
　
　
　
　
発
行
人

　
　
　
　
　
　
編
輯
代
表

編
輯
担
当

　　　　　　発印土濱長木京豪　　　　　　行刷
　　　　　大
井野谷曾都蓑

　　　　哲誘

写研正好
　　　　学

株
式
　
珪

　
　
　
　
　
　
文

会
社
黒
眉

久
保
井

司三當二会

発
売
配

本
　
　
社

仮
審
務
所

印
　
測
　
所

浩

社

脱
東
京
都
千
代
田
区
［
番
町
一
七
－
三

㍑
東
京
都
文
京
区
関
ロ
一
一
四
四
i
七

電
話
　
〇
三
－
三
二
三
五
一
四
三
六
一

振
替
　
○
○
＝
｝
○
－
○
－
九
二
四
七
二

暁
印
刷
株
式
会
社

皿
東
京
都
文
京
区
関
口
一
－
四
四
－
四

　
　
　
　
註
　
文
　
規
　
定

一、

?
員
以
外
の
購
読
者
の
御
註
文
及
び
広
告
掲
載
に
関
す
る

件
は
「
創
文
社
」
へ
御
申
込
下
さ
い
。

一
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
送
料
七

三
円
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い
。



準
成
山
ハ
年
十
目
〃
十
ふ
血
日
印
鰯

挙
威
山
ハ
年
十
月
二
十
日
襲
行

　　　　　　　THE　JOURNAL

　　　　　　　　　　　　　　　OF

PHILOSOPHICAL　STUDIES
　　　　　　　THE　TETSUGAKU　KENKYU

NO．　560 October 1994

Articles

NaturPhilosoPhie　und　ATaturwissenschaft

　　　　　　　　　　　　　　zu　Beginn　der　Aleuzeit　…Tan　Sonoda

EPektasis－Das　Problem　der　Unendlichkeit　bei

　　　　　　　　　　　　　　Gregor　von　IVyssa一・・・・・・…Kenji　Doi

How　to　Define　the　Concept　of　Logical　Consequence

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・…Kouji　Hashimoto

Die　Freiheit　bei　Meister　Eckhart・・・・・・・・・…Yoshiyasu　Matsui

Notes

ISSN
雑誌コード

　　　　　　　　　　　Published　by

　THE　KYOTO　PHILOSOPHICAL　SOCIETY
　　　　　　（The　Kyoto　Tetsugaku－Kai）

　　　　　　　　　　Kyoto　University

　　　　　　　　　　　Kyoto，　Japan

　O386－9563
06427鱒1③　特別定便2，781圓（本艘2，700圓）


